
１．はじめに

筆者は現在（平成１５年３月），株式会社『Ａ』及び
医療法人社団『Ｂ』と協同でマイクロコンピュータに
おいて介護サービス計画の作成を補助するソフトウェ
アの開発事業に取り組んでいる．本稿では，この事業
に関する筆者の活動の報告を行う．

２．開発事業の概要

本開発事業の目的は医療法人社団『Ｂ』において，
いわゆる IT化を推進することにより，同法人に従事
している職員の業務を補助する体制を整備し，同法人
のサービスを利用している要支援・要介護者に対する
サービスの質の向上を図ること及び将来的ではあるが
開発されたソフトウェアを市場へ提供することであ
る．
本開発事業のメンバーは同法人から施設長兼医師・
副施設長兼看護師・介護職員・看護職員・理学療法
士・支援相談員・介護支援専門員・栄養士・事務員か

らなる IT推進委員会員，株式会社『Ａ』からは代表
取締役社長・システムエンジニア，そして，それらの
組織以外からは筆者となっている．このように本開発
事業は実践現場の専門職・産業人・大学教員が協同し
て行われている活動である．
開発される本ソフトウェアは数ヶ月後に完成し，そ
の後，同法人において運用される予定である．

３．本開発事業における筆者の役割

本開発事業における筆者の主な役割はアセスメント
及び介護サービス計画についての様式の原案を作成す
ることである．そして，これらの様式は医療法人社団
『Ｂ』のみで使用するのではなく，同法人以外でも使
用することを前提として，言わば個別的ではなく普遍
的なものを作成するというタスクが筆者に与えられて
いる．
本活動報告においては筆者が作成したそれらの様式
の原案（平成１５年２月現在）を掲載し，各々の様式の
理念を述べたいところであるが，限られた紙幅との関
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介護サービス計画作成補助ソフトの
開発についての活動報告
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The Activity Report about the Development of Software for the Care Plan

Nobuyasu UMETANI

This activity report describes the development project of software in support of making the Care Plan.

The project has been done by the collaboration of the caring specialists, business persons and the writer

since February, 2003.

The main content is to present the original assessment sheet that was made by the writer, and the idea in

the sheet. The idea is to lessen the items for the assessment as much as possible. Because Care Managers

are very busy in Hyogo Prefecture.
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係上，本活動報告ではアセスメントシートの原案につ
いてのみを掲載し，その理念を述べるに留める．

４．アセスメントシートの理念

筆者はアセスメントシートの原案を作成するにあ
たって，この様式を使用する介護支援専門員にとっ
て，記入に関しての負担を軽減し，モデル的なケアマ
ネジメント１）を行うことの困難性の解消化につながる
ように留意をしたのである．
筆者がこのことに留意した根拠は，『介護支援専門
員職の実態と実践に関する調査報告書』の『調査結果
の考察』及び調査結果の２次分析２）から導き出したも
のである．この調査は兵庫県介護支援専門員協会が平
成１３年７月の段階で兵庫県介護支援専門員協会作成の
名簿に記載されている兵庫県下の介護支援専門員１８００
名の中からランダムサンプリングにより抽出した現任
者４５０名を対象として，平成１３年８月１０日～９月１０日
に自計式質問用紙を用いた郵送調査法にて行われたも
のである．この調査の回収数は２４６件（回収率
５４．７％），そのうち分析可能な有効回答数は２３４件（有
効回答率５２．０％）であった．
それでは前述した留意点を導き出すために必要で
あった同調査報告書に記されている介護支援専門員の
実態に関しての事柄を列挙する．
①兵庫県下の典型的な介護支援専門員像として，
「職務に関する負担が大きく事務処理や兼任業務
に追われて多忙を極めて」３）いる状態であること．
②兵庫県下の典型的な介護支援専門員像として，本
来のモデル的なケアマネジメントの実践ができて
いない状態である４）こと．
③多くの介護支援専門員が給付管理業務を負担だと
感じており，必要最小限の業務としてサービス利
用票，サービス提供票，給付管理票の作成を優先
することから，『ケアプラン作成』と『給付管
理』に偏った実践になる恐れがシステム上の問題
として有していること５）．
同調査報告書のこれらの記述は兵庫県下の典型的な
介護支援専門員像として，職務に関する負担が大き
く，多忙を極め，モデル的なケアマネジメントが行え
ていない状態であり，また，介護支援専門員を取り巻
く状況として，システム上の問題から『ケアプラン作
成』と『給付管理』に偏ったケアマネジメント実践に
なる恐れがあることを指摘している．
このような介護支援専門員についての状況，そし
て，現行のアセスメントシートについてその分量の多
さに対する批判的な意見の存在６）を鑑みた場合，介護

支援専門員がモデル的なケアマネジメントを行うこと
が出来るようになるためには，前述したシステム上の
問題について改善が図られる必要があることは言うま
でもないが，アセスメントシートの分量を出来る限り
減らすことにより介護支援専門員の負担を少しでも軽
減し，モデル的なケアマネジメントを行うことの困難
性の解消化に配慮する必要もあると筆者は考えたた
め，その原案を作成するにあたっては，その分量を出
来る限り減らすことに留意をしたのである．このよう
な考えから筆者は，その様式において具備しなければ
ならない『課題分析標準項目』（『平成１１年１１月１２日老
企第２９号 厚生省老人保健福祉局企画課長通知』にお
いて提示されている）以外，本アセスメントシートに
おいては出来るだけアセスメントの項目に加えないこ
とにしたのである．

５．アセスメントシートの提示

前述した筆者の考えを基に作成したアセスメント
シートの原案が表１～３である．

６．おわりに

本開発事業の進捗状況について述べると，現時点
（平成１５年３月）では本ソフトウェアが完成時，どの
ような様態に成っているのかについてはまだ混沌とし
ている状態である．このように本ソフトウェアの完成
形が不確定な現状であるため，今後も筆者は継続的に
行われる本開発事業のメンバーとの話し合いの場に参
加し，本ソフトウェア完成に向けてサポートを行う予
定である．また，このような進捗状況であるため，本
稿で示したアセスメントシート及び提示出来なかった
介護サービス計画の様式の原案がそのまま使用され，
ソフトウェアとなるかについては決定していない．
最後に本開発事業に関する筆者の今後の研究計画を
述べる．本ソフトウェアが完成し，医療法人社団
『Ｂ』において運用を始めた後，本ソフトウェアを使
用することによって，介護支援専門員が感じる業務に
対しての負担感の変化及び利用者への支援状況の変化
について，筆者は分析を行う予定である．

註・引用文献

１）兵庫県介護支援専門員協会：介護支援専門員職の
実態と実践に関する調査，２００２では，ケアマネジメ
ントの実践過程のモデルについて『ケース発見』
『アセスメント』『目標設定とケアプラン作成』『ケ
アプランの実施』『モニタリング』『評価』としてい
る．
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２）２次分析については，佐藤博樹・石田浩・池田謙
一：序，佐藤博樹・石田浩・池田謙一（編），社会
調査の公開データ ２次分析への招待，東京大学出
版会，２０００，p．１において，「欧米では２次分析の
啓蒙書が１９７０年代はじめに出版されるなど，一般的
な研究方法として確立しており，多数の研究がこれ
をもとに行われ，発表されている」と論じられてい
る．
３）兵庫県介護支援専門員協会：介護支援専門員職の
実態と実践に関する調査，２５，２００２
４）３）に同じ，３２
５）３）に同じ，２９
６）３）に同じ，５１－５２に調査の質問の一つである
『ケアマネジメントに関する意見・感想』の自由回
答として，「現行の色々なアセスメント様式は手間
なだけで，無意味と思う」，「すべてのプランに沢山

のアセスメントはいらないと思う」という介護支援
専門員による記述がある．
また，少し古い資料であるが特別養護老人ホーム
常磐荘の当時の施設長（現副施設長）であった田邊
昌 平 氏 は ホ ー ム ペ ー ジ（URLは http : //www.

Tokiwaso.or.jp/kaigo2.html）上において，『三団体ケ
アプラン策定研究会方式（平成１０年度版）』は「同
義の内容に属する事項を，表を改めて再々記入させ
る無駄な方法を繰り返している」と指摘している．
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表１ アセスメントシート（様式１）の原案
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表２ アセスメントシート（様式２）の原案
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表３ アセスメントシート（様式３）の原案
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